
議 局 第 ９４０ 号

平成２８年１月１３日

大分県議会議長 田 中 利 明 殿

おおいた元気創造検討会議

会 長 麻 生 栄 作

災害時行動計画（案）の策定について（報告）

おおいた元気創造検討会議は、平成２７年７月２３日に各会派や議員等から提案のあ

った政策に関する事項についての協議・調整の場として、副議長、各会派からの推薦に

よる１１名の委員で構成され、設置されました。

当会議では、災害時行動計画の策定、議会の活性化に資するものとして特別委員会の

あり方及び政策条例の制定を検討テーマとしてこれまで５回調査・検討してきました。

その中で、災害時行動計画について、計画（案）を策定しましたので、報告いたしま

す。

今後は、県議会としても定期的に防災訓練を行い、本計画の内容を絶えず検証し実効

性の確保を図られますとともに、近い将来発生が予想されています南海トラフ地震や近

年の異常気象による豪雨災害などにおいても、議員各人が迅速かつ適切な行動と被害の

最小化を図られるように取り組んでいただきたいと考えます。





災害時行動計画（案）

本計画は、知事を本部長とする災害対策本部等が設置されるような災害等が発生した

場合の、議員の発災直後の初動対応や平常時から備えるべき事項をまとめ、議員として

の迅速かつ適切な行動と被害の最小化を図ることを目的に策定する。

１ 災害対応の基本的な考え方

（１）議会の会期中に災害が発生した場合は、議会（委員会）活動を直ちに停止（延期

・休会）し、議員は、防災士の資格も有することから、地域において率先して被災

者の救助や避難所支援などの活動に従事するよう努める。

（２）災害情報等の収集や執行部に対する要望・要請等については、議会事務局を通じ

て収集・伝達することとし、市町村や振興局を含めて災害対策本部と直接やりとり

を行わないようにする。

ただし、人命救助に関する要請や孤立集落に対する支援要請等緊急を要する場合

は、この限りではない。

（３）発災直後の議会活動については、議長が必要に応じて各会派代表者会を開催し、

当面の対応を協議する。なお、執行部対応が必要な現地調査等については、議会事

務局を通じて執行部と協議し対応するものとする。

２ 災害等の想定

次の気象警報が発表された場合等は、知事を本部長とする災害対策本部等が設置さ

れることから、議員は、上記１の災害対応の基本的な考え方を念頭に対応するものと

する。

（１）風水害（台風、大雨に起因するもの）

・特別警報

・警報が発令され、大規模な被害が発生又は発生するおそれがある場合

（２）地震 震度５強以上

（３）津波 大津波警報

（４）火山噴火 九重山、鶴見岳・伽藍岳又は由布岳で噴火警報が発令され、大規模な

被害が発生又は発生するおそれがある場合

-1-



（５）その他の危機管理事象 各種大事故が発生し、総合的な災害応急対策を実施する

必要がある場合

３ 議員の安否確認と情報伝達

（１）上記２の知事を本部長とする災害対策本部等が設置される災害等が発生した場合、

議員は、安否確認システム（携帯メール）等を使い、自身の状況等について事務局

に報告するものとする。

（２）災害情報については、ＦＡＸ等により事務局から連絡・伝達を行う。

なお、通信手段が途絶している場合は、次の順位で議員が収集する。

① 県庁ホームページや公共放送で入手する。

② 振興局から入手する。

（３）災害対応において、議員が知り得た情報の報告や問い合わせ、執行部に対する要

望（要請）については、県や市の災害対策本部へ直接連絡せず、原則として議会事

務局経由で一元化して行う。

ただし、人命救助に関する要請や孤立集落に対する支援要請等緊急を要する場合

は、この限りではない。

４ 議会活動（運営）

（１）災害が発生した場合、議長は各会派代表者会で協議するなど議会としての必要な

対応を決定する。

（２）各会派代表者会では、次の事項を協議又は意見調整する。

① 被害状況等の把握・分析

② 当面の災害対応

③ 議会運営委員会、委員長連絡調整会議、関係常任委員会の開催

④ 特別委員会の設置

⑤ 臨時議会の開催

⑥ 被災地調査、関係機関への要望

（３）議長に事故があるとき、又は議長が欠けたときは、地方自治法第１０６条の規定

による。

（４）議事堂が危険な状況にある場合や、長期間の停電により使用できない場合は、使
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用可能な施設（会議室等）を指定し会議を行う。

５ 議員の行動

別紙を基本に行動するものとする。

６ 平時の行動

（日常の行動・心構え）

（１）議員は、災害時には議会に参集する場合がある旨を予め家族や地域住民に周知す

る。したがって、地域の自主防災会に防災士として登録する場合には、補助的な活

動に限定されることの理解を得るものとする。

（２）災害発生時の高齢者、障がい者、乳幼児、妊産婦、外国人等の要配慮者に対する

地域の見守り支援体制を確立し、共助の精神を養うため、平時より地域内における

地域防災体制を議員各自の視点から点検するとともに、率先して住民の防災意識の

啓発に努める。

（３）議員は、防災士の資格取得に努めるとともに、消防機関等が実施する普通救命講

習等に積極的に参加し、防災士としての資質向上に努める。

（４）議員は、安心安全メール等に登録し、災害情報を常に受信できる環境を自ら整え

るよう努める。

（５）災害等が発生した場合は、二次被害を回避するとともに応急措置に努め、議会対

応に支障の出ないように努める。

（防災訓練）

（１）議会は、定期的に災害等を想定した防災訓練又は避難訓練を単独又は県と共催で

行う。

（２）議員は、地域が実施する防災訓練や避難訓練には、主体として積極的に参加し、

災害時における自らの行動を検証する。

（３）防災訓練を通じて、本計画を絶えず検証し、必要な見直しを行うものとする。

（災害用物資の備蓄）

（１）議会対応に支障が出ないよう、災害等が発生した場合に備え、議員の各家庭等に

必要物資の備蓄に努めるものとする。

（事務局による環境整備等）
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（１）議会棟各室については、家具等の倒壊や備品の落下などにより、災害発生時の避

難の支障になったり、人的被害を軽減するために、定期的に点検し、被災リスクの

最小化に努める。

（２）議会棟各室には、必要な防災資機材等を計画的に整備する。

※「大分県議会危機管理マニュアル」及び「大分県議会災害対策連絡協議会設置要領」

は廃止する。

※議会事務局職員用の行動計画は別に定める。

※発災後一定期間経過した後の議会の各機能に関する手続等は、必要に応じて検討す

る。
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（
１
）
風
水
害
の
場
合

議
員
の
具
体
的
な
行
動
（
イ
メ
ー
ジ
）

時
間

経
過

特
別
警
報
発
表
又
は

大
規
模
被
害
発
生

警
報
の
発
表

⇒
　
被
害
の
拡
大
　
⇒

２
週
間

県 ・ 執 行 部 の 動 き

議 会 の 動 き

(Ⅰ
)

登 庁 時

議
長 ・

副
議 長 議 員

(Ⅱ
)

自 宅 等

議
長 ・

副
議 長 議 員

３
時
間

６
時
間

１
２
時
間

２
４
時
間

３
日
間

１
週
間

１
時
間

被
災
者
の
生
活
（
避
難
所
）
支
援

救
命
・救
助

被
災
状
況
の
把
握
・必
要
に
応
じ
て
救
命
救
助
等

自
衛
隊
へ
の
災

害
派
遣
要
請

（
市
町
村
）

避
難
所
の
開
設

激
甚
災
害
の
指
定
等

⇒
九
州
北
部
豪
雨
災
害

時
で
２
週
間
で
閣
議
決

定
（
通
常
は
１
か
月
程

度
）

②
自
身
の
安
否
等
に
つ

い
て
事
務
局
へ
報
告
す

る
。

⇒
居
所
周
辺
の
道
路
や

住
宅
の
被
災
状
況
、
停

電
・
断
水
等
の
状
況
を

合
わ
せ
て
報
告
す
る
。

防
災
ヘ
リ
等
に

よ
る
情
報
収
集

第
１
回
災
害
対

策
本
部
会
議

第
２
回
災
害
対

策
本
部
会
議

第
３
回
災
害
対

策
本
部
会
議

（
県
・
市
町
村
）

避
難
所
へ
水
・
食
料
等
の
提
供

政
府
の
現
地

調
査

⇒
九
州
北
部

豪
雨
災
害
時

は
、
発
生
の

翌
々
日

緊
急
消
防
援

助
隊
等
広
域

応
援
隊
へ
の

の
要
請

必
要
に
応
じ
て
開
催

衆
議
院
・
参
議

院
の
調
査

⇒
九
州
北
部
豪

雨
災
害
時
は
、

発
生
か
ら
１
週

間
以
内

復
興
に
向
け
た
対

策
会
議

③
必
要
に
応
じ
て
会
派
代
表
者
会
を

開
催
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

②
帰
宅
し
て
い
る
場
合
は
、
警
報
解
除
等
気
象
状
況
を
勘
案
し
、
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら

登
庁
。
事
務
局
を
通
じ
て
災
害
情
報
の
収
集
、
分
析
す
る
。

③
’ 上
記
②
’
に
同
じ

災
害
対
策
本
部

災
害
警
戒
本
部

災
害
対
策
連
絡
室

①
自
身
が
被
災
し
な
い
よ
う
に
、
又
は
被
害
が
少
な

く
な
る
よ
う
予
防
的
行
動
を
と
る
。

ア
安
全
な
建
物
、
高
層
階
部
分
に
と
ど
ま
る
。

（
外
出
を
控
え
る
、
安
全
な
建
物
に
避
難
す
る
）

イ
緊
急
避
難
場
所
・避
難
経
路
、
災
害
用
物
資
・資

機
材
、
非
常
持
ち
出
し
等
の
確
認
を
行
う
。

被
災
状
況
の
把
握

①
気
象
情
報
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
議
長
又
は
委
員
長
の
判
断
で
会
議

（
委
員
会
）
を
中
断
す
る
。

●
原
則
と
し
て
、
県
庁
舎
新
館
の
２
階
以
上
（各
会
派
控
室
等
）
で
待
機
す
る
。

県
庁
や
自
宅
周
辺
の
警
報
解
除
等
気
象
状
況
、
途
中
の
道
路
状
況
、
今
後
の

気
象
予
想
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
自
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
帰
宅

で
き
る
場
合
は
帰
宅
す
る
。

●
帰
宅
で
き
な
い
場
合
は
、
新
館
・議
会
棟
内
の
２
階
以
上
（
各
会
派
控
室
等
）

で
待
機
（
宿
泊
）
、
又
は
必
要
に
応
じ
て
周
辺
の
指
定
避
難
所
へ
一
時
避
難
す

る
。 ※
１
階
又
は
地
下
駐
車
場
に
駐
車
し
て
い
る
車
は
、
大
手
町
駐
車
場
等
に
移

動
す
る
。

③
警
報
解
除
等
気
象
状
況
を
勘
案
し
、
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
登
庁
。
事
務
局

を
通
じ
て
災
害
情
報
の
収
集
、
分
析
す
る
。

④
必
要
に
応
じ
て
会
派
代
表
者
会
を

開
催
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

②
’議
長
や
会
派
か
ら
登
庁
要
請
が
あ
る
ま
で
は
、
防
災
士
の
資
格
を
生
か
し
一
県

民
と
し
て
地
域
で
被
災
情
報
の
収
集
、
救
助
・救
援
活
動
を
行
う
。

⇒
人
命
に
関
わ
る
搬
送
要
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
や
警
察
に
直
ち
に
通
報
す
る
。

⇒
地
域
の
被
災
情
報
（
市
役
所
・支
所
・県
庁
舎
等
公
的
機
関
周
辺
地
域
を
除
く
、

周
辺
地
区
の
孤
立
集
落
等
の
支
援
情
報
）は
、
市
町
村
（地
区
）災
害
対
策
本
部
へ

報
告
す
る
。

③
’常
任
委
員
会
等
が
県
議
会
と
し
て
被
災

地
調
査
を
す
る
ま
で
の
間
の
会
派
・個
人
の
調

査
は
、
自
力
で
行
う
（
相
手
方
の
対
応
を
求
め

な
い
）
場
合
の
み
可
（
執
行
部
の
対
応
が
必
要

な
場
合
は
、
事
務
局
を
通
じ
て
調
整
）
と
す
る
。

※
災
害
時
応
援
協
定
締
結
事
業
者
以
外
の
事

業
者
か
ら
議
員
へ
物
資
等
の
支
援
の
申
出
が

あ
れ
ば
、
事
務
局
を
通
じ
て
仲
介
す
る
。

④
’ 上
記
③
’に
同
じ

別
紙
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（
２
）
地
震
・
津
波
の
場
合

２
４
時
間

３
日
間

１
週
間

２
週
間

県 ・ 執 行 部 の 動 き時
間

経
過

　
震
度
５
強
以
上
の
地
震
発
生

　
又
は
大
津
波
警
報
発
表

　
　
　
　
１
時
間

３
時
間

６
時
間

１
２
時
間

議
長 ・

副
議 長 議 員

議 会 の 動 き

(Ⅰ
)

登 庁 時

議
長 ・

副
議 長 議 員

(Ⅱ
)

自 宅 等

被
災
者
の
生
活
（避
難
所
）支
援

救
命
・
救
助

自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣

要
請

（
市
町
村
）

避
難
所
の
開
設

激
甚
災
害
の
指
定
等

⇒
東
日
本
大
震
災
の
場

合
は
、
発
生
の
翌
日
に

は
閣
議
決
定
（
通
常
は
１

か
月
程
度
）

①
自
身
の
安
否
等
に
つ
い
て
事
務
局
へ
報
告

す
る
。

⇒
居
所
周
辺
の
道
路
や
住
宅
の
被
災
状
況
、

停
電
・
断
水
等
の
状
況
を
合
わ
せ
て
報
告
す
る
。

※
津
波
が
襲
来
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

津
波
浸
水
想
定
区
域
外
、
又
は
津
波
避
難
ビ

ル
・
高
台
等
（
浸
水
深
以
上
の
高
さ
）に
避
難
し
、

身
の
安
全
を
確
保
す
る
。

防
災
ヘ
リ
等
に
よ
る
情
報
収
集

第
１
回
災
害
対

策
本
部
会
議

第
２
回
災
害
対

策
本
部
会
議

第
３
回
災
害
対

策
本
部
会
議

（
県
・
市
町
村
）

避
難
所
へ
水
・
食
料
等
の

提
供

政
府
の
現
地

調
査

⇒
発
生
の
翌

日

緊
急
消
防
援
助
隊
等
広
域

応
援
隊
へ
の
要
請

必
要
に
応
じ
て
開
催

衆
議
院
・
参
議

院
の
調
査

復
興
に
向
け
た
対

策
会
議

③
必
要
に
応
じ
て
会
派
代
表
者
会
を
開
催

し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

②
帰
宅
し
て
い
る
場
合
は
、
余
震
や
大
津
波
警
報
解
除
等
の
状
況
を
勘
案
し
、
身
の

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
登
庁
。
事
務
局
を
通
じ
て
災
害
情
報
の
収
集
、
分
析
す
る
。

②
’ 上
記
②
’に
同
じ

災
害
対
策
本
部

被
災
状
況
の
把
握

①
議
長
又
は
委
員
長
の
判
断
で
会
議
（
委
員
会
）を
中
断
す
る
。

●
余
震
に
注
意
し
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
。
県
庁
舎
新
館
は
、
津
波
避
難
ビ
ル
（３

階
～
７
階
ま
で
の
通
路
及
び
東
側
非
常
階
段
部
分
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
館
３
階
以
上
（
各
会
派
控
室
等
）で
待
機
す
る
。

●
地
震
の
影
響
に
よ
り
控
室
等
に
待
機
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
県
庁
舎
前

広
場
に
避
難
・
待
機
す
る
。
こ
の
場
合
も
、
常
に
気
象
情
報
を
収
集
し
、
津
波
の
到
達

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
大
分
駅
方
向
（
南
西
方
向
）に
徒
歩
避
難
す
る
な
ど
、
そ

の
時
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

○
そ
の
後
、
県
庁
や
自
宅
周
辺
の
警
報
解
除
等
気
象
状
況
、
途
中
の
道
路
状
況
、
今

後
の
気
象
予
想
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
自
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
帰
宅
で

き
る
場
合
は
帰
宅
す
る
。

○
帰
宅
で
き
な
い
場
合
は
、
新
館
３
階
以
上
（会
派
控
室
等
）で
待
機
（宿
泊
）、
又
は

必
要
に
応
じ
て
周
辺
の
指
定
避
難
所
へ
一
時
避
難
す
る
。

※
１
階
又
は
地
下
駐
車
場
に
駐
車
し
て
い
る
車
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
大
手
町
駐
車
場

等
に
移
動
す
る
。

②
余
震
や
大
津
波
警
報
解
除
等
の
状
況
を
勘
案
し
、
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら

登
庁
。
事
務
局
を
通
じ
て
災
害
情
報
の
収
集
、
分
析
す
る
。

③
必
要
に
応
じ
て
会
派
代
表
者
会
を
開

催
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

②
’
議
長
や
会
派
か
ら
登
庁
要
請
が
あ
る
ま
で
は
、
余
震
や
大
津
波
警
報
解
除
等

の
状
況
を
勘
案
し
、
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
防
災
士
の
資
格
を
生
か
し
一
県

民
と
し
て
地
域
で
被
災
情
報
の
収
集
、
救
助
・救
援
活
動
を
行
う
。

⇒
人
命
に
関
わ
る
搬
送
要
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
や
警
察
に
直
ち
に
通
報
す
る
。

⇒
地
域
の
被
災
情
報
（市
役
所
・
支
所
・県
庁
舎
等
公
的
機
関
周
辺
地
域
を
除
く
、

周
辺
地
区
の
孤
立
集
落
等
の
支
援
情
報
）
は
、
市
町
村
（
地
区
）災
害
対
策
本
部
へ

報
告
す
る
。

③
’
常
任
委
員
会
等
が
県
議
会
と
し
て
被

災
地
調
査
を
す
る
ま
で
の
間
の
会
派
・
個

人
の
調
査
は
、
自
力
で
行
う
（
相
手
方
の

対
応
を
求
め
な
い
）
場
合
の
み
可
（執
行

部
の
対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
事
務
局

を
通
じ
て
調
整
）
と
す
る
。

※
災
害
時
応
援
協
定
締
結
事
業
者
以
外

の
事
業
者
か
ら
議
員
へ
物
資
等
の
支
援

の
申
出
が
あ
れ
ば
、
事
務
局
を
通
じ
て

仲
介
す
る
。

③
’ 上
記
③
’
に
同
じ

（
県
・
市
町
村
）

避
難
所
へ
水
・
非
常
食
等

の
提
供
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（
３
）
火
山
災
害
等
の
場
合

２
週
間

時
間

経
過

関
係
火
山
の
噴
火
警
報
の
発

表
か
つ
大
規
模
被
害
発
生
等

　
　
　
　
１
時
間

３
時
間

６
時
間

１
２
時
間

２
４
時
間

３
日
間

１
週
間

県 ・ 執 行 部 の 動 き

議 会 の 動 き

(Ⅰ
)

登 庁 時

議
長 ・

副
議 長 議 員

(Ⅱ
)

自 宅 等

議
長 ・

副
議 長 議 員

被
災
者
の
生
活
（避
難
所
）支
援

救
命
・
救
助

自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣

要
請

（
市
町
村
）

避
難
所
の
開
設

激
甚
災
害
の
指
定
等

⇒
閣
議
決
定
ま
で
通
常

は
１
か
月
程
度

①
自
身
の
安
否
等
に
つ
い
て
事
務
局
へ
報
告

す
る
。

⇒
居
所
周
辺
の
道
路
や
住
宅
の
被
災
状
況
、

停
電
・
断
水
等
の
状
況
を
合
わ
せ
て
報
告
す
る
。

防
災
ヘ
リ
等
に
よ
る
情
報
収
集

第
１
回
災
害
対

策
本
部
会
議

第
２
回
災
害
対

策
本
部
会
議

第
３
回
災
害
対

策
本
部
会
議

（
県
・
市
町
村
）

避
難
所
へ
水
・
食
料
等
の

提
供

政
府
の
現
地

調
査

⇒
御
嶽
山
噴

火
の
時
は
、
発

緊
急
消
防
援
助
隊
等
広
域

応
援
隊
へ
の
要
請

必
要
に
応
じ
て
開
催

衆
議
院
・
参
議

院
の
調
査

復
興
に
向
け
た
対

策
会
議

③
必
要
に
応
じ
て
会
派
代
表
者
会
を
開
催

し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

②
帰
宅
し
て
い
る
場
合
は
、
噴
火
警
報
解
除
等
の
状
況
を
勘
案
し
、
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
登
庁
。
事
務
局
を
通
じ

て
災
害
情
報
の
収
集
、
分
析
す
る
。

②
’ 上
記
②
’に
同
じ

災
害
対
策
本
部

被
災
状
況
の
把
握

②
噴
火
警
報
解
除
等
の
状
況
を
勘
案
し
、
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
登
庁
。
事

務
局
を
通
じ
て
災
害
情
報
の
収
集
、
分
析
す
る
。

③
必
要
に
応
じ
て
会
派
代
表
者
会
を
開

催
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

②
’
議
長
や
会
派
か
ら
登
庁
要
請
が
あ
る
ま
で
は
、
噴
火
警
報
解
除
等
の
状
況
等

を
勘
案
し
、
身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
防
災
士
の
資
格
を
生
か
し
一
県
民
と
し

て
地
域
で
被
災
情
報
の
収
集
、
救
助
・救
援
活
動
を
行
う
。

⇒
人
命
に
関
わ
る
搬
送
要
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
や
警
察
に
直
ち
に
通
報
す
る
。

⇒
地
域
の
被
災
情
報
（市
役
所
・
支
所
・
県
庁
舎
等
公
的
機
関
周
辺
地
域
を
除

く
、
周
辺
地
区
の
孤
立
集
落
等
の
支
援
情
報
）は
、
市
町
村
（
地
区
）災
害
対
策
本

部
へ
報
告
す
る
。

③
’
常
任
委
員
会
等
が
県
議
会
と
し
て
被

災
地
調
査
を
す
る
ま
で
の
間
の
会
派
・
個

人
の
調
査
は
、
自
力
で
行
う
（
相
手
方
の
対

応
を
求
め
な
い
）
場
合
の
み
可
（執
行
部
の

対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
事
務
局
を
通
じ

て
調
整
）
と
す
る
。

※
災
害
時
応
援
協
定
締
結
事
業
者
以
外

の
事
業
者
か
ら
議
員
へ
物
資
等
の
支
援

の
申
出
が
あ
れ
ば
、
事
務
局
を
通
じ
て
仲

介
す
る
。

③
’ 上
記
③
’
に
同
じ

（
県
・
市
町
村
）

避
難
所
へ
水
・
非
常
食
等

の
提
供

①
噴
火
情
報
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
議

長
又
は
委
員
長
の
判
断
で
会
議
（委
員
会
）
を
中

断
す
る
。

●
原
則
と
し
て
、
県
庁
舎
新
館
（各
会
派
控
室

等
）
で
待
機
す
る
。
県
庁
や
自
宅
周
辺
の
警
報

解
除
等
気
象
状
況
、
途
中
の
道
路
状
況
、
今
後

の
気
象
予
想
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
自
身

の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
帰
宅
で
き
る
場
合
は

帰
宅
す
る
。

●
帰
宅
で
き
な
い
場
合
は
、
新
館
・議
会
棟
内

（
各
会
派
控
室
等
）で
待
機
（
宿
泊
）
す
る
か
、
臨

時
に
開
設
さ
れ
た
避
難
所
等
に
一
時
避
難
す
る
。
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